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慣性閉じ込めにより熱核融合を起こすには，中⼼点⽕と⾼速点⽕の別を問わず，燃
料球の爆縮ダイナミクスをよく理解する必要がある．我々は輻射流体計算により，
メガジュール級中⼼点⽕ターゲットにおける流体不安定性の抑制を数値的に実証し，
また⾼速点⽕ターゲットの爆縮運動を実験と定量的に⼀致させることに成功した．
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